
 

 
 

 
 ここ数年花粉症の辛さのためもあってお花見をする気になれませんでしたが、今年はほとんど

気にならなかったこともあって（薬局としては？） 
久しぶりにどこかへお出かけして“散る花の艶やか

な美しさに酔ってみたい・・・”などと考えていま

す。ロケーションの良いスポットをご存じの先生が

お見えでしたらこっそり？教えていただけませんか。 
 さて、いよいよ４月、「新基準」を基に新年度がス

タートします。今号では「学校環境衛生の基準」改

訂についてと題して日本学校薬剤師会副会長 築城

敬直先生のお話、又、２月改訂、４月実施というこ

とで準備期間が十分でありませんが県教育委員会より県立高校を中心に検査の様式を改めたいと

の申し入れがありました。県学薬としてもこの機会にできるだけ県内の学校（小中学校を含めた）

での検査報告書の基準の統一を計りたいと考えておりましたので、改訂報告書の見本を最後に収

載させて頂きますのでよろしくお願い致します。 
 

「学校環境衛生の規準」改訂について 
日本学校薬剤師会副会長 

                             築 城 敬 直 
 平成 16 年２月 1０日付けで「学校環境衛生の規準」が改訂されました。 
平成 14 年２月５日に改訂されて以来、2 年にて今回改訂されたのは、ホルムアルデヒド及び

揮発性有機化合物や、ダニなどによるアレルギ症状を呈する児童・生徒の存在を無視できな

い状況が背景にあると推察されます。 
また、本基準を基に、定期環境衛生検査・臨時環境衛生検査・日常点検及びそれらに基づく

「判定基準」から、事後処置の徹底を図り学校環境衛生活動の適正な実施を行う事を狙いと

したものであります。 
 改訂点は、薬苑第 512 号と重複いたしますが、主な点は、「照度及び照明環境」ついては、

教室の照度の下限値３００ルクスが、５００ルクス以上が望ましいとされ、「騒音環境及び騒

音レベル」については、「等価騒音レベル（ＬＡｅｑ）」による測定に変更され、「等価騒音レ

ベル」は「積分・平均機能を備える普通騒音計（ＪＩＳ Ｃ１５０２：１９９０）又はそれ

以上の精度の測定器を用い「A 特性で 5 分間、等価騒音レベル（LAｅｑ）を測定する」事と

されました。 
「教室等の空気」については、検査事項に「二酸化窒素」「ダニ又はダニアレルゲン」が新た

に盛り込まれた。シックスク－ルの原因とされている「ホルムアルデヒド及び揮発性有機化

合物」については、必要に応じて「エチルベンゼン」及び「スチレン」についても検査を行

うこととされました。 
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「飲料水の管理」については、水道法の改正に伴い「学校環境衛生の規準」も水道法との整

合性をもたせものとなり、「検査事項」の「外観」を「色度・濁度」に「大腸菌群」を「大腸

菌又は大腸菌群」に「有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）」を「有機物等（過マンガン

酸カリウム消費量又は全有機炭素ＴＯＣ）」に改められ、「亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素」は

削除されました。 
 高病原性鳥ウイルスが今問題になっておりますが「学校の清潔」について、「飼育動物の施

設・設備の汚れや破損の有無」等についても調査する事とされました。 
以上が主な改訂点でありますが、全般的に「判定基準」がより厳しいものになった事と、冒

頭に記したように「事後処理」の徹底を計るように求められた点が目を引きます。 
従来はともすると、「検査事項」を実施することが学校薬剤師の目的と思い込んでみえた学校

薬剤師もおられたようですが、今回の改訂において、学校薬剤師は環境検査だけではなく、

「判定基準」に基づいて「事後処理」まで徹底指導する事とされた意味を十分理解し把握し

ていただきたいと考えます。 
 詳しい事は、平成１６年４月に「学校環境衛生の規準」の解説書（青本）が発刊されるの

で是非手に取って参考にされたい。 
 

 

事 務 連 絡 
平成１６年３月５日      

愛知県学校薬剤師会長様 
愛知県教育委員会健康学習課長 

 
学 校 給 食 施 設 の 検 査 に つ い て 

 
 日ごろは、学校給食施設に対する衛生管理の推進につきまして、適切な御指導及び御助言をい

ただきありがとうございます。 

 このたび、平成１６年２月１０日付けで「学校環境衛生の基準」が一部改訂され、同基準中〔学

校給食の食品衛生（学校給食共同調理場を含む）〕が大幅に改訂されました。 
愛知県教育委員会ではこの改訂を受け、学校給食施設の検査について、下記の通り関係県立学

校及び各市町村教育委員会に対する指導の徹底を図ることとしておりますので、ご理解と御協力

をお願いいたします。 
記 

１ 学校の給食施設について、「学校環境衛生の基準」の〔学校給食の食品衛生（学校給食共同調

理場を含む）〕に規定されている検査票第１票及び第２票に基づき、定期に学校薬剤師の検査・

指導を受けること。 
 なお、県立学校にあっては、各検査終了後、検査の結果を速やかに健康学習課へ送付すること。 
 
２ 学校給食共同調理場については、上記１と同様に学校薬剤師の検査・指導を受けること。 
 
  なお、学校給食共同調理場は複数の学校薬剤師に関係する場合が考えられることから、各市

町村教育委員会は関係薬剤師（必要に応じ愛知県学校薬剤師会関係支部）と調整を図り、適切

に施設の検査・指導が受けられるよう配慮すること。 



第１票 学校給食施設等定期検査票

検査年月日 年 月 日（ ）
学校（調理場）名
給食従事者：学校栄養職員 名，調理員 名
定期検査票作成者（職・氏名）
給食対象人員 人
給食調理室 面積 ㎡

校長印

１位置 ア 便所，ごみ集積場等からの位置は適切であるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
イ 校庭，道路等からほこりをかぶるおそれはないか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

２広さ 給食人員に適した十分な広さか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
建 ３使用区分 検収，保管，下処理，調理，配膳，洗浄等の作業区域は，適切に区分さ Ａ・Ｂ・Ｃ
物 れているか。
の ４構成（作業動線） 汚染作業区域と非汚染作業区域等を明確に区分するなど衛生的な流れ作 Ａ・Ｂ・Ｃ
位 業を実施する上で適切か。
置
・
使 □検収室は，外部からの汚染を受けないような構造である。
用 □食品庫等への食品の搬入に当たって，調理室を経由しない構造・配置である。
区 また，温度，湿度，の管理が適切になされる衛生的な構造である。
分 □調理場内は，別紙１「汚染作業区分と非汚染作業区域の区分の基準」により部屋単
等 位で区分し，作業動線が明確となっている。

□配膳室は，廊下と明確に区分されている。また，施錠設備がある。
□調理機器・器具とシンク，下処理場所等との関連性はよい。

５手指の洗浄 位置（出入口，便所，作業途中，作業区分ごと及びランチルーム（等） Ａ・Ｂ・Ｃ
消毒施設 構造はよいか。

６履き物の 位置，構造はよいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
消毒設備

７床（ドライ ア 不浸透性の材料で作られていて，破損個所はないか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
建 システム） イ 排水に適切な勾配があるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

８排水溝 ア 位置，大きさは適当で，水はけは良好か。 Ａ・Ｂ・Ｃ
物 イ 詰まりや逆流がなく，日常的に洗浄が行える構造となっているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

ウ 釜まわりの排水が床面に流れることはないか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
の ９天井 ア 水滴の落下を防止するために傾斜は適当か。 Ａ・Ｂ・Ｃ

イ 破損個所はないか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
構 ウ ほこり，黒かびの発生は認められないか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

腰板 ウエットシステムの場合は，不浸透性又は耐水性の材質で作られている10
造 か。破損個所はないか。

採光 ア 作業上適当な明るさはあるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ11
イ 夏の直射日光を遮る設備はあるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

通風，換気 ア 自然換気の場合，側窓，天窓等による通風は良好か。 Ａ・Ｂ・Ｃ12
イ 人工換気の場合，換気扇の位置，数量，容量は適当で十分に換気されて Ａ・Ｂ・Ｃ

いるか。破損はないか。
温度，湿度 ア 調理室，配膳室，食品庫等の温度，湿度は，適切に保たれているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ13

（温度２５℃以下，湿度８０％以下が望ましい ）。
イ 望ましい温度・湿度を保つための設備が整っているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

防そ・ 防虫 給食施設 ア 防そ，防虫（はえ，ごきぶり等）の設備は設けられているか。破損個 Ａ・Ｂ・Ｃ14
（出入口，窓 所はないか。
検収室，食品庫等）イ 点検，駆除は定期的に行われているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

建 物 の 周 囲 排水 ア 周囲の排水はよいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ15
の状況 イ 給食施設内に外部の水は流入するおそれはないか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

清潔 周囲は清掃しやすいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ16

給 水 設 備 給水 ア 使用水水栓は，使用に便利な位置及び数であるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ17
イ 使用水水栓（蛇口）は，汚染を受けない構造となっているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

廃 棄 物 処 理 廃棄物処理 ア 調理室外に保管場所はあるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ18
イ 専用容器があり，数量，容量，構造はよいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
ウ 補修，清掃状態はよいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

清 掃 用 具 清掃用具 数量，保管の状況はよいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ19

便所 ア 給食従事者の専用便所はあるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ20
イ 位置，構造はよいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

便 所 ウ 防そ，防虫の設備はよいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
エ 専用の手洗い，設備はよいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
オ 清掃，清潔状態はよいか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
カ 消毒薬はあるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

日 常 点 検 日常点検 日常点検は確実に行われており，記録は保存されているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ21

評価の基準 Ａ：良好なもの，Ｂ：普通，Ｃ：不良，改造，修理を要するもの
特に指導した事項
直ちに改造，修理を要する事項
その他気が付いた点で，措置を必要とする事項



第２票 学校給食設備及びその取扱い定期検査票

検査年月日 年 月 日（ ）
学校（調理場）名
給食従事者：学校栄養職員 名，調理員 名
定期検査票作成者（職・氏名）
給食対象人員 人

校長印

給 食 従 事 者 １ 衛生的で清潔であるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
の 手 洗 い ・ ２ 施設内の使いやすい位置にあるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
消毒施設 ３ 石鹸、消毒薬、ペーパータオル等は常備されているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

４ 洗面台は肘まで洗える広さと深さがあり、指を使わず給水できるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

使用水 ５ 色、濁り、臭い、味に異常はないか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
６ 遊離残留塩素は ㎎／Ｌ以上あるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ0.1
７ 水質検査の記録はあるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

８ シンクは給食取扱い量に応じて、ゆとりのある大きさ、深さがあるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ
シンク ９ 衛生的、効率的に区分して使用できる多槽式構造であるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ

食品洗浄用と食器器具洗浄用とに区別されているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ10
排水口は飛散しない構造か。 Ａ・Ｂ・Ｃ11

食器類 食器は洗浄、消毒は適切にでき、損傷はないか。 Ａ・Ｂ・Ｃ12
保温食缶、保冷食缶はあるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ13

食器洗浄状 食器の洗浄は適切な方法で行われ、洗浄後の食器から残留物は検出されないか。 Ａ・Ｂ・Ｃ14
況

食 器 消 毒 食器の消毒は、熱風消毒その他の確実な方法で行われたのちに、衛生的に保管されているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ15
及 び 保 管 状
況

調理機器、器具類は下処理用、調理用、洗浄用等処理の過程ごとに区別されているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ16
調 理 機 器 食肉類、魚介類、野菜類、果実類等の調理にあっては、それぞれ専用の器具を設けているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ17

・ 器 具 類 及 かま、なべ、焼き物機、揚げもの機、球根皮むき機、野菜裁断機、合成調理機、冷却機及び包 Ａ・Ｂ・Ｃ18
、 、び保管状況 丁等の調理機器・器具類は給食人数に適した大きさと数量があり 保守に容易な材質と構造で

常に清潔に保たれているか。
調理用の機器・器具類は、衛生的に保管・保持されているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ19

包丁及びまな板類 包丁及びまな板類は、用途別、食品別に区分されており、洗浄、消毒は容易であるか。 Ａ・Ｂ・Ｃ20
使用後は十分に洗浄し、消毒、乾燥した後、清潔な場所に保管されているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ21

冷 蔵 庫 ・ 冷 冷蔵庫の内部は常に清潔で整頓されており、庫内温度は適正に管理、確認されているか。ま Ａ・Ｂ・Ｃ22
凍 庫 ・ 食 品 た、食品類は、庫内及び保管場所に区別され適切に保管されているか。
保 管 庫 ・ 食 冷凍庫の内部は常に清潔で整頓されており、庫内温度は適正に管理、確認されているか。ま Ａ・Ｂ・Ｃ23
品 保 管 場 所 た、食品類は、庫内及び保管場所に区別され適切に保管されているか。

（保存食の保存はｰ ℃以下）20
保管庫の内部は常に清潔で整頓されており、温度は適正に管理、確認されているか。また、食 Ａ・Ｂ・Ｃ24
品類は、庫内及び保管場所に区別され適切に保管されているか。

温 度 計 冷蔵庫・冷凍庫の内部及び食器消毒その他のために、適切な場所に正確な温度計が使用されて Ａ・Ｂ・Ｃ25
いるか。

日 常 点 検 日常点検は確実に行われており，記録は保存されているか。 Ａ・Ｂ・Ｃ26

評価の基準 Ａ：良好なもの，Ｂ：普通，Ｃ：改善を要するもの
特に指導した事項
直ちに改善を要する事項
その他気が付いた点で，措置を必要とする事項



様式１ 
 

学 校 環 境 衛 生 検 査 表 
（ 照 明 環 境 ） 

 
愛知県学校薬剤師会      

学 校 名  学校薬剤師名  天候  

検 査 年 月 日  平成   年   月   日（   ）  午前・午後   時   分 

教 室 名   年   組 人工照明 無・有（   Ｗ×   灯＝   Ｗ）

照明器具の汚れ 有・無 最近の清掃日 平成  年  月  日 カーテン 無・有(   )

検 査 場 所 検 査 結 果 判定基準 

 

 30cm  

    

   
 

 10 

 cm 

 
 

 
 

 
 

 

    

    

 
 

 
 

 
 

    

   

 

 
 

 
 

 
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 300 ルクス以上であ

ること。 

500 ルクス以上であ

ることが望ましい。 

最大照度と最小照度

の比は 10:1 を超えな

いこととし、やむを得

ず超えた場合でも20:1

を超えないこと 

黒  板 

(垂直面照度を測定) 

最大照度 ルクス 最小照度 ルクス 最大･最小の比  ：１

 

 1m  

    

   
 

 

 1m 

 
 

 
 

 
 

 

    

    

 
 

 
 

 
 

    

   

 

 
 

 
 

 
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

300 ルクス以上であ

ること。 

500 ルクス以上であ

ることが望ましい。 

最大照度と最小照度

の比は 10:1 を超えな

いこととし、やむを得

ず超えた場合でも20:1

を超えないこと。 

コンピュータ設置の

教室やワープロ、ディ

スプレイを使用する教

室の机上の照度は 500

～1000ルクス程度が望

ましい。 

教  室 

(机上で水平照度を 

測定) 

最大照度 ルクス 最小照度 ルクス 最大･最小の比  ：１

所 見 

 



様式２ 
 

学 校 環 境 衛 生 検 査 表 
（ 教 室 等 の 空 気 ） 

 

愛知県学校薬剤師会     

学 校 名  学校薬剤師名  天 候  

検 査 年 月 日 平 成    年    月    日 （   ）  午 前 ・ 午 後   時   分

暖 房 の 有 無 １．無  ２．有【 石油・ガス(開放型、半開放型、密閉型)、 電気、その他（        ）】

冷 房 の 有 無 １．無  ２．有【 石油、ガス、電気、その他（             ）】 

教 室 名      階     年     組 窓 枠 アルミ  スチール  その他（      ）

教室の大きさ ｍ３(間口   ｍ×奥行   ｍ×高さ   ｍ) ルーバー 有   無 

在 室 人 員 児童生徒      人 教職員・検査員      人 合 計      人

検 査 項 目 検   査   結   果 判   定   基   準 

乾  球  温  度 室 内 ℃ 外 気 ℃

湿  球  温  度 室 内 ℃ 外 気 ℃

冬期では10℃以上、夏期では30℃以下であることが望まし

く、最も望ましい温度は、冬期は18℃～20℃、夏期では25℃

～28℃であること。 

相  対  湿  度 室 内 ％ 外 気 ％ 30～80％であることが望ましい。 

始業時 ppm 15分後 ppm
二 酸 化 炭 素 

30分後 ppm 終業時 ppm

換気の基準として、室内は1,500ppm 以下であることが望ま

しい。 

気         流＊ 室 内 ｍ/秒 人工換気の場合は、0.5m/秒以下であることが望ましい。 

一酸化炭素＊ 室 内 ｐｐｍ 10ppm以下であること。 

二酸化窒素＊ 室 内 ｐｐｍ
0.06ppm以下であることが望ましい。 

検査は、開放型燃焼器具使用教室に限る。 

浮遊粉じん＊ 室 内 ｍｇ/ｍ３
0.10mg/m３以下であること。 

落 下 細 菌＊ 室 内 平 均           コロニー １教室平均10コロニー以下であること。 

実効輻射温度＊ 室 内 黒球温度と乾球温度の差               ℃ 黒球温度と乾球温度の差は5℃未満であることが望ましい。

 
所 見 

（注）〔暖房器具〕開放型：燃焼に必要な空気を室内から取り入れ、排気ガスも室内へ排出 
         半開放型：燃焼に必要な空気を室内から取り入れ、排気ガスは煙突で室外へ排出 
         密閉型：燃焼に必要な空気を室外から取り入れ、排気ガスも室外へ強制排出 

自然環境では、＊印の項目については、特に必要と認める場合に行う。 



様式３－１ 
 

学 校 環 境 衛 生 検 査 表 
（水道 水を 原水とす る飲料水の水質） 

 

愛知県学校薬剤師会      

学 校 名  学校薬剤師名  

検 査 年 月 日 平成   年   月   日（  ） 午前・午後   時   分 

給水源の種類 ＊ １ １ 水道直結  ２ 簡易専用水道  ３ 簡易専用水道以外の貯水槽水道 

天   候  気   温       ℃ 

日常点検実施状況（給水栓水及び冷水器等から供給される水）
及びその記録の保管状況等 

１ 適   ２ 不適 

★給水栓水について、毎学年１回定期に以下の項目の水質検査を行う。 

なお、高置水槽がある場合はその系統ごとに水質検査を行う。 

水 質 検 査 結 果     採水場所＊２

検査項目 
高置水槽番号  高置水槽番号  高置水槽番号   判定基準 

水    温 （℃）     

遊離残留塩素 （mg/L）    0.1mg/L 以上 

色    度 （度）    5 度以下 

濁    度 （度）    2 度以下 

臭    気    

味    

異常で 
ないこと 

水 素 イ オ ン 濃 度    
5.8 以上 
8.6 以下 

一般細菌（集落数/mL）    
1mL 中の集落数
100 以下 

大 腸 菌 又 は 大 腸 菌 群    
検出され 
ないこと 

塩化物イオン （mg/L）    200mg/L 以下 

過マンガン酸カリ
ウム消費量（mg/L）

   10mg/L 以下 
有機 

物等 全有機炭素 
（ＴＯＣ）（mg/L）

   5mg/L 以下 

上記以外の検査項目 
 
（必要に応じ実施した場合）

            実施項目名 
１ 適 
          
２ 不適 

水道法水質基準
 
による 

 所 見 

＊１：簡易専用水道は受水槽の有効貯水量が１０ｍ３を超える規模の場合 

簡易専用水道以外の貯水槽水道は受水槽の有効貯水量が１０ｍ３以下の規模の場合 

＊２：採水場所には高置水槽番号（様式４と整合が取れていること）と採水場所名称を記入すること。 



様
式

３
－

２

　
　

　
　

　
　

　

原
　

水

（
℃

）

（
℃

）

(m
g/

L
)

(度
)

(度
)

(m
g/

L
)

(m
g/

L
)

(m
g/

L
)

２
　

給
水

栓
水

に
つ

い
て

、
毎

学
年

１
回

定
期

に
水

道
法

第
３

条
第

６
項

に
規

定
す

る
専

用
水

道
が

実
施

す
べ

き
水

質
検

査
の

項
目

（
上

記
１

の
項

目
を

除
く

）
を

行
う

。

３
　

所
見

一
般

細
菌

大
腸

菌
又

は
大

腸
菌

群

塩
化

物
イ

オ
ン

水
道

法
水

質
基

準
に

よ
る

水
質

検
査

実
施

項
目

：
水

道
法

水
質

基
準

（
　

　
　

　
　

）
項

目
１

適
２

不
適

（
項

目
名

：
）

検
出

さ
れ

な
い

こ
と

2
0
0
m

g/
L
以

下

1
0
m

g/
L
以

下

学
校

環
境

衛
生

検
査

表
（
専

用
水

道
及

び
専

用
水

道
に

該
当

し
な

い
井

戸
水

等
の

水
質

）

水
道

法
水

質
基

準
に

よ
る

異
常

で
な

い
こ

と

5
.8

以
上

8
.6

以
下

1
m

L
中

の
集

落
数

1
0
0
以

下

0
.1

m
g/

L
以

上

5
度

以
下

上
記

以
外

に
実

施
し

た
項

目
(項

目
名

、
適

・
不

適
）

臭
　

　
　

　
気

味

(集
落

数
/
m

L
)

過
ﾏ

ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

酸
ｶ

ﾘｳ
ﾑ

消
費

量
全

有
機

窒
素

（T
O

C
）

水
素

イ
オ

ン
濃

度

有 機 物 等
5
m

g/
L
以

下

2
度

以
下

学
校

名

給
水

源
の

種
類

色
　

　
　

　
度

濁
　

　
　

　
度

気
　

　
　

　
温

１
　

適
　

　
　

　
２

　
不

適

検
査

月
日

１
　

給
水

栓
水

に
つ

い
て

、
毎

月
１

回
定

期
に

以
下

の
項

目
の

水
質

検
査

を
行

う
。

　
　

ま
た

、
原

水
（
水

道
水

を
原

水
と

す
る

場
合

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

毎
学

年
１

回
定

期
に

以
下

の
項

目
の

水
質

検
査

を
行

う
。

原
水

・
給

水
栓

水
給

水
栓

水
（
採

水
場

所
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

判
  
定

  
基

  
準

遊
離

残
留

塩
素

水
　

　
　

　
温

愛
知

県
学

校
薬

剤
師

会
　

　
　

　
２

　
専

用
水

道
に

該
当

し
な

い
井

戸
水

等

　
日

常
点

検
実

施
状

況
（
給

水
栓

水
及

び
冷

水
器

等
か

ら

　
供

給
さ

れ
る

水
）
及

び
そ

の
記

録
等

の
状

況

　
１

　
専

用
水

道
（
原

水
：
　

ア
　

水
道

水
　

　
イ

　
井

戸
水

等
）
　

　
　

　
　

　
　

学
校

薬
剤

師
名



様式４ 
 

学 校 環 境 衛 生 検 査 表 
（ 飲 料 水 の 施 設 ・ 設 備 ） 

 
愛知県学校薬剤師会     

学 校 名  学校薬剤師名  天 候  

検 査 年 月 日 平成   年   月   日（  ） 午前・午後   時   分 

給 水 源 の 種 類 

１ 水道水を原水とする場合 

ア 水道直結  イ 簡易専用水道  ウ 簡易専用水道以外の貯水槽水道 

２ 専用水道及び専用水道に該当しない井戸水等の場合 

 ア 専用水道  イ 専用水道に該当しない井戸水  ウ その他(     )

直圧給水箇所（具体的場所を記入：                           ）

受 水 槽 番 号 ① ② ③ ④ ⑤ 

有効容量＊１（ｍ３）      

設 置 方 式 地下・半地下・地上 地下・半地下・地上 地下・半地下・地上 地下・半地下・地上 地下・半地下・地上 

外部からの汚染のおそれ a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c 

亀 裂 ・ 漏 水 a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c 

受 

水 

槽 

周 辺 の 清 潔 度 a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c 

高 置 水 槽 番 号 ① ② ③ ④ ⑤ 

有効容量＊１（ｍ３）      

外部からの汚染のおそれ a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c 

亀 裂 ・ 漏 水 a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c 

高 

架 

水 

槽 

周 辺 の 清 潔 度 a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c a   b   c 

外部からの汚染のおそれ及び機能の適切な維持 配管、給水栓、給水ポンプ a     b     c 

亀 裂 ・ 漏 水 等 故障、破損、老朽及び漏水の箇所 a     b     c 

他 の 給 水 

施 設 ・ 

設 備 等 周 辺 の 清 潔 度 施設、設備及びその環境の清潔度 a     b     c 

塩素消毒設備等＊ ２ 有    無 機 能 の 適 切 な 維 持 a     b     c 

浄 化 設 備＊３ 有    無 機 能 の 適 切 な 維 持 a     b     c 

貯 水 槽 清 掃 
(1) 清掃実施 有  無  (2) 清掃日 平成  年  月  日 

(3) 貯水槽清掃作業報告書 有  無 

 所 見 

（注）良好：ａ、普通：ｂ、要改善：ｃ 

＊１：水槽において適正に利用可能な容量（水槽の最高水位と最低水位との間に貯留される水量） 

＊２：水道水を原水とする場合は、施設の規模により追加で注入する場合に設置され、水道以外の

井戸等を給水源とする場合は必ず備えること。 

＊３：水道以外の井戸等を給水源とする場合は、原水の水質により必要に応じて設置すること。 



様式５ 
 

学 校 環 境 衛 生 検 査 表 
（ 給 食 施 設 ） 

 
愛知県学校薬剤師会     

学 校 名   学校薬剤師名  天候   
検 査 年 月 日  平 成    年    月    日 （   ）  午 前 ・ 午 後   時   分 
Ⅰ－１ 学校給食施設（施設の構造・機能）          

施設の作業区域（検収、保管、下処理、調理、配膳、洗浄）ごとの区分の状況 ａ  ｂ  ｃ

調理場内（汚染作業区域、非汚染作業区域及びその他）の区分の状況 ａ  ｂ  ｃ

機械・器具の配置（可動式、作業動線への配慮）の状況 ａ  ｂ  ｃ

調理室、配膳室、食品保管施設等の構造 ａ  ｂ  ｃ

手洗い施設の機能・位置、手指の洗浄・消毒施設又は機器の状況 ａ  ｂ  ｃ

便所の場所・構造及び履物、便所内の手洗い設備の状況 ａ  ｂ  ｃ

排水溝の構造・配置、廃棄物の保管場所の状況 ａ  ｂ  ｃ

Ⅰ－２ 学校給食施設（施設の衛生状態）          
調理室等の通風及び換気の状況、黒かびの発生の有無 ａ  ｂ  ｃ

衛生害虫の侵入・発生防止措置、点検、駆除の状況 ａ  ｂ  ｃ

建物の周囲、給・排水設備、厨芥容器、清掃用具及び便所の状況 ａ  ｂ  ｃ

Ⅱ 学校給食設備及びその取扱い状況 

給食従事者の手洗い設備、消毒薬、ペーパータオル等の状況 ａ  ｂ  ｃ

飲用適の使用水の使用、遊離残留塩素等の水質検査の記録の状況 ａ  ｂ  ｃ

使用水の消毒状況：遊離残留塩素濃度   mg/L（ ア 調理開始前 イ 調理中 ウ 調理終了後）

シンク、食器・調理機器・器具類の使用・洗浄・消毒・保管等の状況 ａ  ｂ  ｃ

食器洗浄の状況 でんぷん性残留物（  適  不適  ）、 脂肪性残留物（  適  不適  ）

包丁、まな板の用途別使用、洗浄、消毒、乾燥、保管の状況 ａ  ｂ  ｃ

冷蔵庫、冷凍庫の清潔状況及び適正な温度管理 ａ  ｂ  ｃ

温度管理の状況：冷蔵庫（   ℃）、冷凍庫（   ℃） 

Ⅲ 学校給食従事者の衛生管理状況及び検食、保存食の状況 

学校給食従事者の健康管理の状況及びその記録 ａ  ｂ  ｃ

検食の実施・記録及び保存食の保存・記録の状況 ａ  ｂ  ｃ

Ⅳ 学校給食用食品等の検収・保管の状況 

学校給食用食品等の日常の検収、保管及び記録の状況、 ａ  ｂ  ｃ

学校給食用食品の不良品検出時の措置の実施状況及び記録 ａ  ｂ  ｃ

Ⅴ 学校給食における衛生管理体制及び活動状況 

学校給食の衛生管理体制の整備、日常的な点検・指導・助言等の実施状況 ａ  ｂ  ｃ

所 見 

 

（注）良好：ａ、普通：ｂ、要改善：ｃ 



様式６ 
 

学 校 環 境 衛 生 検 査 表 
（水泳プールの施設・設備）  

愛知県学校薬剤師会      

学 校 名   学校薬剤師名   天候   

検 査 日 時   平成   年   月   日（   ） 午前・午後   時   分 

給 水 源 の 種類  1 上水道・簡易水道   2 専用水道  3 専用水道以外の井戸水等  

プールの容量             ｍ３ （高学年用     ｍ３、低学年用     ｍ３）

ろ材の種類 １ 砂 ２ けいそう土 ３ カートリッジ ４ その他(      )
循 環 ろ 過 装置 

ろ 過 能 力 ｍ３/時 運 転 時 間 時間/日

循 環 水 量 計 有    無 補 給 水 量 計 有    無 

腰 洗 槽 施 設  無 ・ 有（ 使用・未使用 ） 薬 品 保 管 設 備 無 有（ 専用・兼用 ）

施 設 ・ 設 備 等 管 理 状 況 等 

プール・プールサイドの衛生、安全性 ａ  ｂ  ｃ 

 プール施設の清掃年月日：平成  年  月  日実施 

排水口・循環水の取り入れ口の安全性：平成  年  月  日確認 

(県プール条例ではネジ・ボルト等で固定された堅固な格子鉄蓋･金網は二重であること) 
ａ  ｂ  ｃ 

シャワー・足洗い場の衛生、安全性 ａ  ｂ  ｃ 

洗眼、洗面、うがい施設の衛生、安全性 ａ  ｂ  ｃ 

腰洗槽の衛生、安全性 非該当  ａ  ｂ  ｃ 

便所の管理状況 ａ  ｂ  ｃ 

更衣室の管理状況 ａ  ｂ  ｃ 

排水の状況 ａ  ｂ  ｃ 

塩素消毒設備の管理状況 ａ  ｂ  ｃ 

循環ろ過装置の整備、稼動状況 

(県プール条例ではプール本体及び循環系統内の水の全容量を1日の運転時間当たり4回以

上循環させる能力を有すること) 

ａ  ｂ  ｃ 

薬品保管庫の管理状況 ａ  ｂ  ｃ 

救命具の整備状況 ａ  ｂ  ｃ 

救急薬品の整備状況 ａ  ｂ  ｃ 

所 見  

（注）良好：ａ、普通：ｂ、要改善：ｃ 
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学 校 環 境 衛 生 検 査 表 
（雨水等利用施設の水質、施設・設備）   

愛知県学校薬剤師会     

学 校 名   学校薬剤師名  

利 用 原 水 種 別  1  雨水 2 下水再利用水 3 その他（              ）

利 用 種 別  1 散水 2 修景 3 清掃 4 水洗便所 5 その他（       ）

Ⅰ 水質 

  検査は、毎学年 2 回定期に実施すること。ただし、下水の再処理水等を利用する場合は、

その再処理水を供給する地方自治体等が定める利用規定等に従うこと。 

検 査 日 時   平成   年   月   日（   ） 午前・午後   時   分 

日常点検の結果及びその記録の保存状況  1 適  2 不適  

検 査 項 目 検 査 結 果 判 定 基 準 ＜検査頻度＞ 

水素イオン濃度   
5.8 以上 8.6 以下（現場検査実施） 
＜毎学年 2 回実施＞ 

臭   気   
異常でないこと（現場検査実施） 
＜毎学年 2 回実施＞ 

外   観   
ほとんど無色透明であること（現場検査
実施）＜毎学年 2 回実施＞ 

大腸菌又は大腸菌群   
検出されないこと（委託検査実施） 
＜毎学年 2 回実施＞ 

遊離残留塩素  （mg/L）   
0.1（結合は 0.4）mg/L 以上であること 
（現場検査実施）＜毎学年 2 回実施＞ 

その他の項目 
項目名： 
 

  
下水の再処理水等を利用する場合は、そ
の再処理水を供給する地方自治体等が定
める利用規定等による 

Ⅱ 施設・設備 

  検査は、毎学年 2 回定期に実施すること。 

検 査 日 時   平成   年   月   日（   ） 午前・午後   時   分 

給水管、給水栓に雨水等である旨の表示 ａ  ｂ  ｃ 

給水栓を設ける場合、鍵付き又は使用時のみ取り付ける構造 非該当   ａ  ｂ  ｃ 

雨水等の不足を補うために飲料水を補給する場合、雨水等が逆流

しない構造 
非該当   ａ  ｂ  ｃ 

雨水等を用いる水洗便所について、手洗いに使用しない構造 非該当   ａ  ｂ  ｃ 

貯水槽における破損、腐食、防水不良の状況 ａ  ｂ  ｃ 

貯水槽内部における著しい汚れ、異物、衛生害虫等の発生の状況 ａ  ｂ  ｃ 

給水管の誤配管、誤接合、漏水等 ａ  ｂ  ｃ 

塩素消毒設備等の管理状況 ａ  ｂ  ｃ 

所 見  

（注）良好：ａ、普通：ｂ、要改善：ｃ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


